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ついて確認するとともに、当該設計箇所における地形、地質、地物、植生、土地利

用状況等についても確認を行うものとする。 

(3) 平面・縦断設計 

受注者は、平面設計について、実測平面図を用い道路予備設計(Ｂ)、或いは同修正

設計により決定された線形の再確認及び必要に応じた細部検討を行うものとする。

縦断設計は、実測縦断図を用い橋梁、トンネル等の主要構造物の位置、型式、基本

寸法を考慮のうえ縦断線形を決定し、20ｍ毎の測点及び主要点を標準とする測点に

ついて計画高計算を行うものとする。 

(4) 横断設計 

受注者は、実測横断図を用い、地質調査結果に基づき土層線を想定し、法面勾配と

構造を決定し、道路横断の詳細構造を設計するものとする。 

(5) 道路付帯構造物設計 

受注者は、一般構造物［擁壁（小構造物を除く）、函渠、特殊法面保護工、落石防

護工等をいう。］及び、管渠（応力計算が必要なもの）、溝橋、大型用排水路（幅 2

ｍ超かつ延長 100ｍ超）､地下道、取付道路（幅 3ｍ超かつ延長 30ｍ超）側道、階段

工（高さ 3ｍ以上）等については、設計図書に基づき現場条件、設計条件に合致する

よう設計するものとする。なお、一般構造物は、設計図書に基づき第 6424 条一般構

造物詳細設計に準ずるものとする 

(6) 小構造物設計 

受注者は、前項に定める以外で原則として応力計算を必要とせず標準設計図集等か

ら設計できるもので、石積またはブロック積擁壁、コンクリート擁壁（高さ 2ｍ未

満）、管渠、側溝、街渠、法面保護工、小型用排水路（幅 2ｍ以下または延長 100m

以下）、集水桝、防護柵工、取付道路（幅 3ｍ以下または延長 30ｍ未満）、階段工

（高さ 3ｍ未満）等を設計するものとする（照明施設は除く）。なお、必要に応じ展

開図を作成するものとする。 

(7) 仮設構造物設計 

受注者は、構造計算、断面計算または流量計算等を必要とする仮設構造物について、

設計図書に基づき現場条件、設計条件に合致するよう設計し、施工計画書、図面及

び数量計算書を作成するものとする。 

(8) 用排水設計 

受注者は、既存資料及び現地踏査の結果に基づいて用排水系統の計画、流量計算、

用排水構造物の形状等について設計を行い排水系統図を作成する。特に現地におけ

る既設の関連用排水現況、将来計画との整合を考慮して設計を行う｡使用する用排水

構造物は｢標準設計図集｣を参照する。用排水系統図には、自然流下の用排水路につ

いては流水方向と施工高さを記入するものとする。 

(9) 舗装工設計 

受注者は、設計図書に示される交通条件をもとに、基盤条件、環境条件、走行性、

維持管理、経済性（ライフサイクルコスト）等を考慮し、「舗装種別選定の手引き」

（公益社団法人日本道路協会 R3.12）に示されたチェックシート等を参考にアスファ

ルト舗装／コンクリート舗装等を比較検討のうえ、舗装の種類・構成を決定し、設

計するものとする。 

(10) 施工計画 

受注者は、設計図書に基づき経済的かつ合理的に工事の費用を予定するために必要

な施工計画を行うものとする。 

(11)設計図 

受注者は、以下の設計図を作成するものとする。なお、工事発注に際して留意すべ

き設計条件等は図面に記載するものとする。 

 1） 路線図 

 市販地図等に路線、主要構造物、コントロールポイント、連絡等施設等を記入す

るものとする。 

 2） 平面図 
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 実測平面図を用い、設計した縦断・横断の成果及び橋梁、トンネル等の主要構造

物等、計画した全ての構造物を記入するものとする。 

3） 縦断図 

 実測縦断図を用い、計画した縦断線形に基づき 20m 毎の測点、主要点及び地形の

変化点等の計画高計算を行い作成する。縦断図には主要構造物及び道路横断構造物

を記入するものとする。 

 4） 標準横断図 

 切土、盛土等の断面について代表的な形状箇所を選定し作成する。標準横断図に

は、幅員構成、舗装構成、法面保護工、道路付帯構造物小構造物等の必要事項を記

入するものとする。 

 5） 横断図 

 実測横断図を用い、横断設計に基づいて設計する。横断図には、土層別の土量お

よび法長等、必要な事項を記入する。 

 6） 土積図 

 上段に縦断図を作成し、下段に土積曲線を記入するものとする。 

 7） 詳細図 

 標準設計図集以外の小構造物を使用する場合は、構造寸法及び数量表を記入した

詳細図を作成するものとする。 

(12)数量計算 

受注者は、第 1211 条設計業務の成果(4)に従い数量計算を実施し、数量計算書を作

成するものとする。 

(13)照査 

受注者は、第 1108 条照査技術者及び照査の実施に基づくほか、下記に示す事項を

標準として照査を実施するものとする。 

 1） 基本条件の決定に際し、現地の状況の他、基礎情報を収集、把握しているかの確

認を行い、その内容が適切であるかについて照査を行う。特に地形、地質条件、土

地利用、周辺整備などについては、設計の目的に対応した情報が得られているかの

確認を行う。 

 2） 設計条件及び現地条件など、基本的条件の整理が終了した段階での照査を行う。

また、地形、地質、土地利用、周辺整備、支障物件（地下埋設物等）などが設計に

反映されているかの確認を行う。 

 3） 設計図、数量の正確性、適切性及び整合性に着目し照査を行う。 

(14)報告書作成 

受注者は、業務の成果として、第 1211 条設計業務の成果に準じて報告書を作成す

るものとする。なお、以下の項目について解説し、取りまとめて記載した設計概要

書を作成するものとする。 

 1） 計画の概要 

 2） 各種検討の経緯とその結果 

 3） 設計計算書（排水計算、設計計算等） 

 4） その他必要事項 

3． 貸与資料 

発注者が貸与する資料は下記を標準とする。 

(1) 道路予備設計(Ｂ)成果一式 

(2) 道路予備修正設計(Ｂ)成果一式 

(3) 地質調査成果一式 

(4) 測量成果一式 

(5) 関連構造物設計成果一式（橋梁、トンネル等） 


